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１．事業報告

２． 年度（第 期）業績予想

３．中期経営計画の進捗と中長期の方向性

第 回 定時株主総会
報告事項 補助資料
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「航空分野における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」に沿った空港ターミナル事業の運営を検討
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JAPAN AIRPORT TERMINAL

取り組みの内容

９

・防犯、防災対策に加え、バイオセキュリティー、
サイバーセキュリティー対策にも投資範囲を拡大

絶対安全の確立

• ニューノーマル下での、財務や人事を含めたＢＣＰの策定

• 旅客数が大幅に減少した状況下でも事業継続が可能な仕組みを構築

事業継続計画の見直し

・消毒ロボット、遠隔案内ロボット等の導入による
要員削減
・代理店として他空港への販売

ロボット活用

・顧客のニーズに的確に対応し、羽田空港の「場」
を活かした新たなビジネスチャンスの創造

顧客のニーズの変化をとらえた対応

・旅客動向に応じた要員再配置の検討
・テレワークを活用した働き方の定着

人員の効率的活用

・オンラインによる、空港外利用者への販路拡大
・店舗運営計画の見直し、キャッシュレスの活用

ｅコマース等の強化

デジタルマーケティングの取組強化

• ニューノーマル下での、財務や人事を含めたＢＣＰの策定
• 旅客数が大幅に減少した状況下でも事業継続が可能な仕組みを構築

事業継続計画の見直し

（３）取り組みの内容

Japan Airport Terminal Co.,Ltd. 14

• オンラインによる、空港外利用者への販路拡大
• 店舗運営計画の見直し、キャッシュレスの活用

eコマース等の強化

• 顧客のニーズに的確に対応し、羽田空港の「場」
を活かした新たなビジネスチャンスの創造

顧客ニーズの変化をとらえた対応

• 消毒ロボット、遠隔案内ロボット等の導入による
要員効率化

• 他空港への販売代理店業務の強化

ロボット活用

• 旅客動向に応じた要員再配置の検討
• テレワークを活用した働き方の定着

人員の効率的活用

• 防犯、防災対策に加え、バイオセキュリティー、
サイバーセキュリティー対策にも投資範囲を拡大

絶対安全の確立

デジタルマーケティング強化

４．中長期の方向性
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１０

JAPAN AIRPORT 
TERMINAL 

参考 （ 社実施 国際空港評価）

JAPAN AIRPORT TERMINAL 

羽田空港旅客ターミナルの国際評価

空港内の清潔さや快適さなどを評価する
「World‘s Cleanest Airports」（ 羽田空港第１・第２・第３ターミナル ）

５年連続 世界第１位

≪ 社が実施する 年国際空港評価≫

空港の総合評価
「 World’s Best Airports 」（ 羽田空港第１・第２・第３ターミナル）

年連続 世界第２位

国内線旅客ターミナルの使いやすさや快適性などを総合的に評価する
「World’s Best Domestic Airports」（ 羽田空港第１・第２ターミナル）

８年連続 世界第１位
高齢者や障がいのある方など、移動時のサポートを必要とするお客様への取り組みに
優れている旅客ターミナルを評価する
「World’s Best PRM / Accessible Facilities」
（ 羽田空港第１・第２・第３ターミナル ） 年連続 世界第１位

１０

JAPAN AIRPORT TERMINAL参考 （ 社実施 国際空港評価）

JAPAN AIRPORT TERMINAL

羽田空港旅客ターミナルの国際評価

空港内の清潔さや快適さなどを評価する
「World‘s Cleanest Airports」（羽田空港国内線・国際線ターミナル）

５年連続 世界第１位

≪ 社が実施する 年国際空港評価≫

空港の総合評価
「 World’s Best Airports 」（羽田空港国内線・国際線ターミナル）

年連続 世界第２位

国内線旅客ターミナルの使いやすさや快適性などを総合的に評価する
「World’s Best Domestic Airports」（羽田空港国内線ターミナル）

８年連続 世界第１位
高齢者や障がいのある方など、移動時のサポートを必要とするお客様への取り組みに
優れている旅客ターミナルを評価する
「World’s Best PRM / Accessible Facilities」
（羽田空港国内線・国際線ターミナル） 年連続 世界第１位
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１２

JAPAN AIR TERMINAL

JAPAN AIRPORT TERMINAL

1.当社の概要

■ 第１ターミナル
■ 第２ターミナル
■ 第３ターミナル

海外空港で
・成都双流国際空港で物品販売

・パラオ国際空港の運営事業

・新ウランバートル空港運営事業

関西・中部空港で
・物品販売（免税店）

・卸売

・免税店運営業務受託（関西）

全国の国内空港で
・物品販売業（那覇）

・卸売

・熊本空港運営事業

第２ターミナル

第１ターミナル

第３ターミナル
■ 事業主体

・旅客ターミナルビルの建設・管理運営
・不動産賃貸（航空会社および空港構内事業者
に対する事務室、店舗など）
・物品販売（免税売店など）
・飲食サービス
・旅客サービス
・機内食製造・販売
・駐車場の管理運営

国内線・・・日本空港ビルデング（ ）
国際線・・・東京国際空港ターミナル
（ ）

国際線は 事業（ ～ 年）
日本空港ビルデングが中核となり
航空会社などとともに出資設立した
「東京国際空港ターミナル株式会社」
（ 年以降、 の連結子会社）
が建設・管理・運営

■ 第１ターミナル
■ 第２ターミナル
■ 第３ターミナルで

・旅客ターミナルビルの建設・管理運営
・不動産賃貸（航空会社および空港構内事業者
に対する事務室、店舗など）
・物品販売（免税売店など）
・飲食サービス
・旅客サービス
・機内食製造・販売
・駐車場の管理運営

１．日本空港ビルグループの概要

２ 事業内容

海外空港で
・成都双流国際空港で物品販売 

・パラオ国際空港の運営事業 

・新ウランバートル空港運営事業 

関西・中部空港で

・物品販売（免税店） 

・卸売 

・免税店運営業務受託（関西） 

全国の国内空港で

・物品販売業（那覇） 

・卸売 

・熊本空港運営事業 

コメント修正
図の修正済
コメント修正
位置修正

第２ターミナル

第１ターミナル

第３ターミナル 国内線・・・日本空港ビルデング（ ）
国際線・・・東京国際空港ターミナル（ ）

国際線は 事業（ ～ 年）
日本空港ビルデングが中核となり
航空会社などとともに出資設立した
「東京国際空港ターミナル株式会社」
（ 年以降、 の連結子会社）
が建設・管理・運営

■ 事業主体

12



１３
１２

JAPAN AIR TERMINAL

JAPAN AIRPORT TERMINAL

1.当社の概要

■ 第１ターミナル
■ 第２ターミナル
■ 第３ターミナル

海外空港で
・成都双流国際空港で物品販売

・パラオ国際空港の運営事業

・新ウランバートル空港運営事業

関西・中部空港で
・物品販売（免税店）

・卸売

・免税店運営業務受託（関西）

全国の国内空港で
・物品販売業（那覇）

・卸売

・熊本空港運営事業

第２ターミナル

第１ターミナル

第３ターミナル
■ 事業主体

・旅客ターミナルビルの建設・管理運営
・不動産賃貸（航空会社および空港構内事業者
に対する事務室、店舗など）
・物品販売（免税売店など）
・飲食サービス
・旅客サービス
・機内食製造・販売
・駐車場の管理運営

国内線・・・日本空港ビルデング（ ）
国際線・・・東京国際空港ターミナル
（ ）

国際線は 事業（ ～ 年）
日本空港ビルデングが中核となり
航空会社などとともに出資設立した
「東京国際空港ターミナル株式会社」
（ 年以降、 の連結子会社）
が建設・管理・運営
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1953年 7月 資本金１億５千万円をもって民間資本により設立

1955年 5月 ターミナルビル開館、営業開始 

1964年 4月 東京オリンピック開催に伴う国内線到着専用ターミナルビル工事竣工 

10月 免税品販売業開始 

1978年 5月 成田空港開港に伴い免税店での物品販売、ホテル斡旋等開始

1990年 2月 東京証券取引所市場第二部に上場 

1991年 9月 東京証券取引所市場第一部に上場 

1993年 9月 羽田空港第１旅客ターミナルビル(ビッグバード)供用開始 

1994年 9月 関西空港開港に伴い免税店運営業務受託、免税品の卸売等開始 

1998年 3月 羽田空港暫定国際線旅客ターミナルビル供用開始 

2001年 2月 羽田空港国際旅客チャーター便就航   

2002年 4月 羽田空港国際定期便運航終了(ﾁｬｲﾅｴｱﾗｲﾝ,ｴﾊﾞｰ航空 成田移転) 

2003年 11月 羽田⇔金浦国際旅客チャーター便就航 

2004年 12月 羽田空港第２旅客ターミナルビル供用開始 

2005年 2月 中部空港開港に伴い免税品の卸売開始 

2006年 6月 特別目的会社(SPC)｢東京国際空港ターミナル株式会社｣（TIAT）を設立 

2007年 2月 羽田空港第２旅客ターミナルビル南ピア供用開始 

9月 羽田⇔上海（虹橋）国際旅客チャーター便就航 

2008年 4月 羽田⇔香港国際旅客チャーター便就航（特定時間帯） 

2009年 4月 空港法により空港機能施設事業者に指定

10月 羽田⇔北京国際旅客チャーター便就航 

2010年 10月 羽田空港第２旅客ターミナルビル本館増築部供用開始 

羽田空港第３旅客ターミナル供用開始（TIAT）

2011年 11月 羽田空港第１旅客ターミナルビルリニューアル工事竣工

2013年 ４月 羽田空港第２旅客ターミナルビル南ピア増築部供用開始 

2014年 3月 羽田空港第３旅客ターミナル拡張部供用開始（TIAT）

2018年 4月 東京国際空港ターミナル株式会社（TIAT）を連結子会社化

2019年 12月 羽田空港第３旅客ターミナル再拡張部供用開始（TIAT）

2020年 3月 羽田空港第２旅客ターミナル国際線施設供用開始 

１４40
１２

JAPAN AIR TERMINAL

JAPAN AIRPORT TERMINAL

1.当社の概要

■ 第１ターミナル
■ 第２ターミナル
■ 第３ターミナル

海外空港で
・成都双流国際空港で物品販売

・パラオ国際空港の運営事業

・新ウランバートル空港運営事業

関西・中部空港で
・物品販売（免税店）

・卸売

・免税店運営業務受託（関西）

全国の国内空港で
・物品販売業（那覇）

・卸売

・熊本空港運営事業

第２ターミナル

第１ターミナル

第３ターミナル
■ 事業主体

・旅客ターミナルビルの建設・管理運営
・不動産賃貸（航空会社および空港構内事業者
に対する事務室、店舗など）
・物品販売（免税売店など）
・飲食サービス
・旅客サービス
・機内食製造・販売
・駐車場の管理運営

国内線・・・日本空港ビルデング（ ）
国際線・・・東京国際空港ターミナル
（ ）

国際線は 事業（ ～ 年）
日本空港ビルデングが中核となり
航空会社などとともに出資設立した
「東京国際空港ターミナル株式会社」
（ 年以降、 の連結子会社）
が建設・管理・運営

4022
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合計： 社

東京エアポートレストラン 株

飲食店業、軽食の製造販売、有料

待合室の運営

コスモ企業 株

航空機内食の調製・搭載、冷凍食

品の製造販売

レストラン事業 等

会館開発 株

飲食店業、宿泊・ホール・会議室

の管理運営

飲食業 社

１５

東京国際空港ターミナル（株） 

国際線旅客ターミナルビルの管理および運営 

(株)ビッグウイング 

広告代理店業、イベント企画および運営 

日本空港テクノ(株) 

旅客ターミナル施設の整備保守管理および環境衛生管理 

羽田エアポートセキュリティー(株) 

警備業務および駐車場業務運営 

羽田旅客サービス(株) 

旅客サービス業務運営 

ジャパン・エアポート・グランドハンドリング(株) 

旅客ハンドリング業務 

(株)羽田未来総合研究所 

既存の空港運営事業のさらなる価値向上、新規事業モデルの開発 等 

(株)櫻商会 

エアポートクリーンセンターの運営および廃棄物処理 

東京エアポートレストラン(株) 

飲食店業、軽食の製造販売、有料待合室の運営 

コスモ企業(株) 

航空機内食の調製・搭載、冷凍食品の製造販売 

LANI KE AKUA PACIFIC, INC. 

レストラン事業 等 

会館開発(株) 

飲食店業、宿泊・ホール・会議室の管理運営 

飲食業 4社 

(株)Japan Duty Free Fa-So-La 三越伊勢丹 

市中での空港型免税売店（保税売店）を展開 

国際協商(株) 

全国空港売店などへの卸売業および物品販売 

(株)日本空港ロジテム 

商品の運送、配送、検品 

Air BIC (株) 

家電製品の販売業務 

(株)羽田エアポートエンタープライズ 

店舗運営業務 

羽双(成都)商貿有限公司 

成都双流国際空港内における物品販売および卸売事業 

(株)浜眞 海産物の卸売および販売 

7社 物品販売業 

施設管理運営業 8社 

Food and beverage operation Merchandise sales operation 

Facilities management operation 

施設管理 

運営業 

物品販売業 飲食業 

Food and beverage 
operation 

Facilities management 
operation 

Merchandise sales 
operation 

合計：19社 

１．日本空港ビルグループの概要

４ グループ企業

削除

（2020年4月1日現在） 

１２

JAPAN AIR TERMINAL

JAPAN AIRPORT TERMINAL

1.当社の概要

■ 第１ターミナル
■ 第２ターミナル
■ 第３ターミナル

海外空港で
・成都双流国際空港で物品販売

・パラオ国際空港の運営事業

・新ウランバートル空港運営事業

関西・中部空港で
・物品販売（免税店）

・卸売

・免税店運営業務受託（関西）

全国の国内空港で
・物品販売業（那覇）

・卸売

・熊本空港運営事業

第２ターミナル

第１ターミナル

第３ターミナル
■ 事業主体

・旅客ターミナルビルの建設・管理運営
・不動産賃貸（航空会社および空港構内事業者
に対する事務室、店舗など）
・物品販売（免税売店など）
・飲食サービス
・旅客サービス
・機内食製造・販売
・駐車場の管理運営

国内線・・・日本空港ビルデング（ ）
国際線・・・東京国際空港ターミナル
（ ）

国際線は 事業（ ～ 年）
日本空港ビルデングが中核となり
航空会社などとともに出資設立した
「東京国際空港ターミナル株式会社」
（ 年以降、 の連結子会社）
が建設・管理・運営
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▲

▲ ▲

▲

▲ ▲
▲

▲ ▲

▲

▲ ▲

５ 収益構造 セグメント別内容、売上高構成比
表更新済み
グラフ更新済
表修正

１．日本空港ビルグループの概要

家 賃 収 入
羽田空港国内線、国際線の事務室家賃（定額家賃）、
店舗家賃（定額家賃＋歩合料金）

施設利用料収入
旅客取扱施設利用料（羽田国内線・国際線：PSFC）、
国際線PBB利用料 ほか

そ の 他
羽田空港国内線、国際線の駐車料収入、広告料収入、
有料待合室ラウンジ売上、ホテル事業収入
羽田国内線の請負工事収入

賃借料（国有財産使用料等）、
租税公課（固定資産税）、業務委託費

国 内 線 売 店 羽田空港国内線の物販店の商品売上 商品売上原価、消耗品費

国 際 線 売 店
羽田空港国際線の物販店の商品売上
成田空港、関西空港、中部空港の空港免税店等の
商品売上、市中免税店の商品売上

商品売上原価、消耗品費、営業歩合、
業務委託費

そ の 他
成田空港、関西空港、中部空港等への卸売上
成田空港、関西空港の業務受託料収入

商品売上原価、業務委託費

飲 食 店 舗 羽田空港国内線、国際線、成田空港内飲食店舗の売上
食材費（飲食売上原価）、営業歩合、
業務委託費

機 内 食 機内食の製造・販売 食材費（飲食売上原価）

そ の 他
エアラインラウンジケータリング収入
冷凍食品、弁当等の卸売上

食材費（飲食売上原価）、業務委託費

飲 食 業

区 分 主 な 売 上 内 容 主 な 費 用 内 容

施 設 管 理
運 営 業

減価償却費、水道光熱費、修繕費、
賃借料（国有財産使用料等）、
租税公課、清掃費、業務委託費

物 品
販 売 業

１２

JAPAN AIR TERMINAL

JAPAN AIRPORT TERMINAL

1.当社の概要

■ 第１ターミナル
■ 第２ターミナル
■ 第３ターミナル

海外空港で
・成都双流国際空港で物品販売

・パラオ国際空港の運営事業

・新ウランバートル空港運営事業

関西・中部空港で
・物品販売（免税店）

・卸売

・免税店運営業務受託（関西）

全国の国内空港で
・物品販売業（那覇）

・卸売

・熊本空港運営事業

第２ターミナル

第１ターミナル

第３ターミナル
■ 事業主体

・旅客ターミナルビルの建設・管理運営
・不動産賃貸（航空会社および空港構内事業者
に対する事務室、店舗など）
・物品販売（免税売店など）
・飲食サービス
・旅客サービス
・機内食製造・販売
・駐車場の管理運営

国内線・・・日本空港ビルデング（ ）
国際線・・・東京国際空港ターミナル
（ ）

国際線は 事業（ ～ 年）
日本空港ビルデングが中核となり
航空会社などとともに出資設立した
「東京国際空港ターミナル株式会社」
（ 年以降、 の連結子会社）
が建設・管理・運営
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年度 内容

1955年 旧ターミナルビル建設 10億円
1963年 大増改築工事（ジェット機およびオリンピック対策） 35億円
1970年 ジャンボ機対策工事（国内線及び国際線ビル） 32億円
1977年 防災安全対策工事 80億円
1978年～1981年 成田空港への国際線移転に伴う国内線転用工事 115億円
1984年 国内線再整備工事 150億円
1993年 第1旅客ターミナルビル建設工事・旧ターミナルビル撤去工事 1,360億円
1997年 第1旅客ターミナルビル改修工事（バスラウンジ拡張・ボーディングステーション新設） 20億円
1998年 暫定国際線旅客ターミナルビル建設工事 15億円
1999年～2002年 第1旅客ターミナルビル改修工事（バリアフリー対策） 34億円
2002年 暫定国際線旅客ターミナルビル増改築工事 10億円
2004年 第2旅客ターミナルビル建設工事 670億円

2004年～2005年 第1旅客ターミナルビル改修工事（マーケットプレイス活性化工事含む）
暫定国際線旅客ターミナルビル増改修工事

150億円
6億円

2006年 第2旅客ターミナルビル増築工事（Ⅱ次計画） 115億円
2007年 P4簡易立体駐車場建設工事 20億円
2007年～2008年 暫定国際線旅客ターミナルビル増改修工事 36億円

2008年～2010年
第3旅客ターミナルビル・P5駐車場建設工事 [TIAT]
第2旅客ターミナルビル増築工事（Ⅲ次計画）
P4平面駐車場立体化工事

1,000億円
190億円

60億円
2011年 第1旅客ターミナルビル改修工事（出発ロビー、出発ゲートラウンジ、展望デッキ等） 70億円
2012年～2014年 第3旅客ターミナルビル増築工事（8スポット増築、ロビー拡張等） [TIAT] 700億円
2013年 第2旅客ターミナルビル増築工事（Ⅳ次計画）　3スポット増築 76億円

2017年～2019年 第2旅客ターミナルビル増築工事（国際線施設、サテライト、事務室増床等）
第3旅客ターミナルビル増築工事（2スポット増築、ロビー拡張等） [TIAT]

740億円
210億円

2018年～2019年 第1旅客ターミナルビル改修工事（地階、1階到着ロビー内装変更等） 47億円

投資額
(建設時)

合計　5,951億円
１７
１２

JAPAN AIR TERMINAL

JAPAN AIRPORT TERMINAL

1.当社の概要

■ 第１ターミナル
■ 第２ターミナル
■ 第３ターミナル

海外空港で
・成都双流国際空港で物品販売

・パラオ国際空港の運営事業

・新ウランバートル空港運営事業

関西・中部空港で
・物品販売（免税店）

・卸売

・免税店運営業務受託（関西）

全国の国内空港で
・物品販売業（那覇）

・卸売

・熊本空港運営事業

第２ターミナル

第１ターミナル

第３ターミナル
■ 事業主体

・旅客ターミナルビルの建設・管理運営
・不動産賃貸（航空会社および空港構内事業者
に対する事務室、店舗など）
・物品販売（免税売店など）
・飲食サービス
・旅客サービス
・機内食製造・販売
・駐車場の管理運営

国内線・・・日本空港ビルデング（ ）
国際線・・・東京国際空港ターミナル
（ ）

国際線は 事業（ ～ 年）
日本空港ビルデングが中核となり
航空会社などとともに出資設立した
「東京国際空港ターミナル株式会社」
（ 年以降、 の連結子会社）
が建設・管理・運営
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１

２．東京国際（羽田）空港の概要

■ 空港の総面積

■ エプロン 総面積 スポット

■ 滑走路

・ 滑走路 ×

・ 滑走路 ×

・ 滑走路 ×

・ 滑走路 ×

滑走路処理能力 約 万回 年

■ 旅客ターミナルビル

・第１旅客ターミナルビル

延床面積 約 ㎡

スポット 固定搭乗橋あり ヵ所

・第２旅客ターミナルビル

延床面積 約 ㎡

スポット 固定搭乗橋あり ヵ所

・第２旅客ターミナルビル・サテライト

延床面積 約 ㎡

スポット 固定搭乗橋あり ヵ所

・第３旅客ターミナルビル

延床面積 約 ㎡

スポット 固定搭乗橋あり ヵ所

■ 駐車場

・ 収容台数 台

・ 収容台数 台

・ 収容台数 台

・ 収容台数 台

マイクロバススペース 台含む

・ 収容台数 約 台

■ 羽田空港船着場

１

２

１８

１

２．東京国際（羽田）空港の概要

１ 配置図

作業中
経営面積と合わせる

今濱さんより
２ビル延床面積 未算出
（４月事業所税までにやる
予定とのこと）

２ビル面積
万㎡とのこと

（サテライト含まず）

３ビル面積
２ビル面積修正

■ 駐車場

・P1 収容台数/2,350台

・P2 収容台数/2,343台 

・P3 収容台数/2,450台

・P4 収容台数/3,100台

(マイクロバススペース2台含む)

・P5 収容台数/約3,000台

■ 羽田空港船着場

■ 空港の総面積 1,516ha

■ エプロン 総面積/268ha スポット/232

■ 滑走路 

・A滑走路 3,000m×60m

・B滑走路 2,500m×60m

・C滑走路 3,360m×60m 

・D滑走路 2,500m×60m 

滑走路処理能力 約48.6万回/年 

■ 旅客ターミナルビル

・第１旅客ターミナルビル

 延床面積/約292,400㎡ 

スポット(固定搭乗橋あり)/24ヵ所

・第２旅客ターミナルビル 

 延床面積/約340,000㎡ 

スポット(固定搭乗橋あり)/23ヵ所 

・第２ターミナル・サテライト

延床面積/約11,600㎡

スポット(固定搭乗橋あり)/3ヵ所 

・第３旅客ターミナルビル 

延床面積/約256,000㎡ 

スポット(固定搭乗橋あり)/20ヵ所

１
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日本の空港旅客数ランキング（2019年暦年） 

 1 羽田(東京国際) 

 2 成田国際 

 3 関西国際 

 4 福岡 

 5 新千歳 

 6 那覇 

 7 大阪国際 

 8 中部国際 

 9 鹿児島 

10 仙台 

 その他78空港 

HND 

NRT 

KIX 

FUK 

CTS 

OKA 

ITM 

NGO 

KOJ 

SDJ 

85,326（66,789） 

42,460 （7,642） 

31,807 （6,981） 

24,679（18,281） 

24,599（20,732） 

21,761（18,080） 

16,504（16,504） 

13,460 （6,676） 

6,072 （5,660） 

3,855 （3,462） 

60,312（56,650） 

233 

116 

87 

67 

67 

59 

45 

36 

  16 

10 

25.8 

12.8 

9.6 

7.5 

7.4 

6.6 

5.0 

4.1 

1.8 

1.2 

18.2 

空港 コード 年間(千人) 1日平均(千人) シェア(%) 

２．東京国際（羽田）空港の概要

２ 旅客者数比較

世界の空港旅客数ランキング（2019年暦年速報） 

都市・空港 コード 年間(千人) 

 1  アトランタ 

 2  北京首都国際 

 3  ロサンゼルス 

 4 ドバイ 

 5 東京（羽田） 

 6  シカゴ（オヘア） 

 7  ロンドン（ヒースロー） 

 8 上海（浦東） 

 9  パリ（シャルル･ド･ゴール） 

10  ダラス・フォートワース 

ATL 

PEK 

LAX 

DXB 

HND 

ORD 

LHR 

PVG 

CDG 

DFW 

110,531 

100,011 

88,068 

86,396 

85,505 

84,649  

80,888 

76,153 

76,150 

75,066 

日本ランキング更新
世界ランキング更新
脚注修正

※（  ）内は国内線の空港旅客数 
資料：東京航空局、大阪航空局 管内空港の利用概況集計 

出典：ACI（国際空港評議会）ウェブサイト 
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（ 年夏ダイヤの 月計画値）
２１

（ 年夏ダイヤの 月計画値）

国際線 都市 路線 約 便 出発 日

２．東京国際（羽田）空港の概要

４ 国際線就航都市、便数

国名・地域名 都市名 コード 出発便数/日

ソウル(金浦)

大連

北京(大興)

天津

済南

青島

上海(虹橋)

広州

深圳

台北(松山)

台北(桃園)

中国

韓国
ソウル(仁川)

台湾

北京(首都)

香港

上海(浦東)

国名 都市名 コード 出発便数/日

ハノイ

ダナン

マレーシア クアラルンプール

フィリピン マニラ

タイ バンコク

デリー

シンガポール シンガポール

インド

インドネシア ジャカルタ

ベトナム

ホーチミン

国名 都市名 コード 出発便数/日

シドニー

ブリスベン

オーストラリア メルボルン

国名 都市名 コード 出発便数/日

バンクーバー

トロント

コナ

ポートランド

サンフランシスコ

サンノゼ

ニューアーク

ニューヨーク

ワシントン

ミネアポリス

シカゴ

ダラス

アトランタ

シアトル

デトロイト

カナダ

ホノルル

ロサンゼルス

ヒューストン

アメリカ

国名 都市名 コード 出発便数/日

ウラジオストック

モスクワ

デンマーク コペンハーゲン

ミュンヘン

オーストリア ウィーン

ローマイタリア

イギリス ロンドン

ドイツ
フランクフルト

パリフランス

フィンランド ヘルシンキ

ロシア

国名 都市名 コード 出発便数/日

トルコ イスタンブール

カタール ドーハ

ドバイ

表更新
（地図依頼済）

地図更新
脚注修正

6:00～23:00

23:00～6:00
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